
た
活
回
毎
六
日
三
十
一
円

mh一
穂
邸
儒
納

U
M
ハ
暢
叫
旦
同
一
日
礎
行
u

4戸宵ら
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論

叢

混
合
勘
定
に
闘
す
る
一
考
従

勤
労
所
得
に
封
す
る
課
税

貞
享
以
後
長
崎
山
支
那
貿
易
ι
就
い
亡

租
品
問
責
措
及
び
粧
費
の
闘
際
比
較

説

苑

重
農
曲
学
抵
の
人
口
論

明
治
初
年
に
於
り
る
大
阪
通
商
曾
枇

雑

銀

伊
太
利
広
貯
正
岡
敏
行
制
皮
改
正
川
叫

佐
凹
介
石
の
舶
来
日
川
排
斥
出
迎
剖

出
川
川
市
博
上
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文
相
叫
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唱韓

言最

イ
タ
リ
ヤ
に
於
け
る
貯
蓄

銀
行
制
政
改
正
に
就
い
て

松

伊]

孝

民1
7[0 

イ
タ

H
ヤ
は
、
世
界
大
戦
後
暫
く
白
川
、
そ
の
闘
力
快
復
白

資
源
主
ド
イ
ツ
の
賠
償
金
に
期
待
し
て
ゐ
た
得
、
川
町
イ
ン
フ

レ

l
v
ョ
ン
に
よ
る
放
出
政
策
に
山
附
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
遂
に
ド

ー
ズ
楽
に
よ
っ
て
此
の
賠
償
金
政
策
に
劃
ナ
る
別
作
在
記
て
紅

け
れ
ば
友
ら
な
く
む
っ
た
後
は
、
銑
志
財
政
金
融
J
印
刷
新
を

同
っ
た
。
即
ち
財
政
上
に
於
て
は
、
時
開
算
の
均
衡
、
内
外
債
の

撃
現
就
中
釘
英
氷
山
帆
似
の
整
理
空
行
ふ
と
ん
A
h
k
、
金
融
上
忙
於

て
は
、
中
央
銀
行
止
し
て
の
イ
タ
リ
ヤ
銀
行
制
反
の
改
正
、
之

ι件
ム
紙
幣
後
行
機
の
統
一
及
銀
行
監
督
の
働
行
、

Mr園
鶴
替

雑

鍬

イ
タ
リ
ヤ
に
於
け
る
貯
蓄
銀
訂
制
院
改
正
に
批
ν
て

の
安
定
、
針
外
支
抑
勘
定
の
改
普
、
金
準
備
の
地
加
等
を
行
っ

た
の
で
あ
る
。
か
く
て
闘
力
快
復
し
、
リ
ラ
の
貨
幣
似
侃
勝
賞

止
且
ハ
に
途
に
一
九
二
六
年
金
の
仙
川
杭
拾
を
断
行
し
た
の
で
あ
る

が
、
史
に
同
年
九
月
七
日
及
十
一
月
六
日
の
訟
伴
に
よ
っ
て
銀

行
訟
主
改
正
し
、
以
て
そ
の
金
融
統
制
を
し
て
戦
後
賀
さ
れ
た

諸
般
の
経
消
事
情
に
順
熔
せ
し
め
る
に
至
っ
た
山
で
あ
る
の

併
し
己
主
に
辿
9

へ
ん
主
す
る
と
と
る
の
も
仰
は
己
れ
ら
の

成
汎
な
川
越
に
閲
し
て
で
は
な
い
。
今
は
唯
、
イ
タ

F
ヤ
に
於

け
る
一
の
金
融
機
凶
た
る
貯
脊
館
行
の
制
広
に
闘
す
る
改
正
に

就
い
一
L

、
活
干
遮
ペ
て
見
た
い
と
思
ふ
の
み
で
あ
る
。

元
米
イ
タ
リ
ヤ
に
於
る
金
融
倣
闘
に
は
、
環
器
銀
行
時
H
泊

銀
行
革
K
郵
便
尉
金
の
外
に
貯
世
間
銀
行
(
円
民
自
己
ロ
喧
耳
目
E
)

公
試
質
毘
銀
行
(
冨
。
ロ
古
丘

1
2
V
)
庶
民
銀
行
及
斥
業
組
合

(
回
目
白
日
uo司
O
H
日

町

内

8
0町
内

E
雪
山
)
操
業
金
附
(
p
d
E
2
2『
)

同
立
預
金
貸
付
金
席
(
口
話
出

ι唱
E
E
O
噌耳切

mE)
の
如
吉
も

の
が
b
る。

一
九
二
八
年
札
於
る
此
部
金
融
機
闘
の
総
数
は

算 I川
す O
る五
比五
M~ Iι 
ぎjj;
た L
いて。2)ゐ
と 5
*L 合ミ
は
一共
見中
山Jl'r
る茜
イ科i

タ行
リ トよ
ーヤ
』己

於
吋
る

一
八
六
を

第
二
↓
士
容

七
五
七

吋

W
T
m
脱

凹
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鵜

錯

イ
タ
リ
ヤ
に
於
け
る
貯
蓄
銀
行
制
民
改
正
に
就
い
て

貯
蓄
銀
行
が

そ
の
金
融
機
関
白
上
に
占
む
る
地
位
の
品
月
間
澗
さ

を
思
は
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
制
っ
て
其
割
合
高
を
見
る
時

は
、
左
去
の
一
不
す
地
り
、
断
然
他

ω一
金
融
機
酬
を
抜
い
て
第
一

第

表

第
二
十
七
巻

t
E
A
 

第
五
扱

四

位
を
山
め
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
共
預
金
高
は
各
年

止
も
少
く
も
糊
預
金
高
の
川
分
の
一
を
下
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る

金
融
構
凶
叫
に
よ
る
預
金
高
(
闘
立
預
金
貸
付
金
庫
を
除
く
)

E
Lと
は
制
目
す
べ
会
現
品
端
で
あ
る
。

(
単
位
百
高
明
ラ
)

一
↑
丸

m
P
E
-
-
A
一
却
し
斗
コ
4

引い
4

川
神
二
丸
二
一
生

-EE---年
l

-

4

刀
工
一
=
年
一
-
ヵ
=
匹
年
一
一
角
二
布
一
割
て
訓
ニ
計
年

同

H
人
向
し
問
J
h

同
」
世
六
同
民
六
回
1
悼
式

M
f
末
干
一
一
同
除
一
十
-
「
同
末
干
戸
同
末

-

滋

刷

帝

銀

行

一

一

口

己

一

尚

北

一

右

同

一

一

、

一

、

一

、

一

九

一

一

、

一

、

普

通

銀

行

一

、

亘

宣

言

忠

一

五

、

回

阜

、

そ

吾

一

世

呂

、

一

品

、

叫

副

鋭

町

蝕

一

、

一

、

2

1

4

1

宗

一

一

弓

回

、

回

、

岡

、

含

一

回

、

回

、

貯

帯

銀

行

一

一

、

一

一

、

誕

百

三

耳

、

夫
b

帽、

A
、

一

口

、

一

一

J
d
昌

三

、

一

五

、

郵

個

貯

金

エ

、

一

、

A
H
一
一
回
、
号
一
一
ヨ
一
也
、

q

A

、

晶

、

A

空
文
一
口
、
一
口
、

全
国
一

2
似

行

一

三

一

呈

喜

出

業

金

山

北

〔

一

一

芸

一

一

副

唱

、

也

、

喜

一

一

一

喜

一

i

日

一

一

円

、

天

、

喜

一

、

|

向
と
叫
貯
論
銀
行
の
特
色
は
、
共
謀
反
の
陪
史
の
古
い
己
主

で
あ
る
。
今
川
の
貯
荊
銀
行
制
皮
の
改
正
は
、

J
t

、守、
T

、ロV
-
J

-
ノ
ノ
ノ
生
J
V

法
律
後
始
め
て
行
は
れ
た
也
の
で
は
あ
る
が
、
同
銀
行
の
創
設

は
M
K
I円
以
前
政
寸
年
の
止
日
比
遡
っ
て
ゐ
る
も
の
で

b
っ
て

し
か
も
共
愛
民
過
程
は
貨
に
イ
タ
リ
ヤ
の
稜
民
共
も
白

ι伴
つ

て
今
日
に
至
れ
る
も
の
で
あ
る
。

士髄者調査同報慎十λ巷特別第三腕所根、駐世yi閣商務官報告書及葉エヨ J
Sスト山費料による

と
の
意
味
に
於
て
、
以
下
暫
〈
と
の
イ
タ
リ
ヤ
に
於
る
貯
蓄

銀
行
主
取
扱
は
ん
'
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
光
づ
と
の
川
哲
銀
行

在
る
も
の
の
描
担
保
粧
遡
及
内
容
を
説
明
し
、
弐
に
一
八
二
又
年

3) 

と
の
貯
蓄
銀
行
制
度
に
劃
し
て
加
へ
ら
れ
た
ベ

H
品
ツ
ツ
オ
氏



。
改
A 
要
領

主
て
見
tc 
い
と
a思
t 

イ
タ
リ
ヤ
に
於
る
貯
蓄
銀
行
D
創
立
は
、
速
く
一
八
二
二
年

帥
ち
約
一
世
相
以
前
に
ま
で
遡
る
。
グ
?
一
ネ
チ
ヤ
、
パ
ド
グ

了
、
ウ
J
T
イ
ネ
.

ロ
グ
ィ
ゴ
、
カ
ス
テ
ル
フ
ラ
ン
ヨ
、

モ
Y

セ

リ
イ
チ
L

は
共
創
設
さ
れ
た
最
一
到
の
都
市
で
あ
る
。

謹
一
八
二
三
年
に
は
ミ
ラ
ノ
に

に
設
け
ら
れ
た
が
、

一
八
二
七
年
に
は
ト
リ
ノ

一
八
二
九
年
に
は
7

4
レ
ン
ツ
エ
貯
蓄
銀

行
は
l
ス
カ
ナ
地
方
に
於
る
貯
蓄
銀
行
止
合
併
し
て
ゐ
る
。

八
三
六
年
に
は
同
1
Y

つ
い
で
法
王
領
に
も
設
立
せ
ら
れ
、

一
八
三
七
年
に
は
ポ
ロ
-
一
ヤ
、

T

ル
シ
ユ
、
オ
ン
プ
リ
l
k
、

一
八
六

O
年
に
は
遂
に
シ
シ
リ
ヤ

ナ
ポ
リ
、
バ
レ
ル
号
の
醤

王
領
K
も
及
ん
で
ゐ
る
。

か
〈
共
設
展
献
血
路
を
概
見
す
る
在
、
大
憾
に
貯
蓄
銀
行
は
、

イ
グ
リ
ヤ
北
部
か
ら
南
部
に
向
っ
て
次
第
に
護
展
し
て
来
た
も

の
で
あ
っ
て
、
殊
に
一
八
六

O
年
後
は
愈
主
共
散
を
増
加
し
、

一
九
二
六
年
に
は
総
数
一
八
六
に
遣
し
た
白
で
あ
る
。

以
上
は
イ
タ
リ
ヤ
に
於
る
貯
蓄
銀
行
設
立
の
簡
単
た
る
縦
過

輔

録

イ
9
9
ヤ
に
於
吋
る
貯
蓄
銀
行
制
度
政
正
に
就
い
て

で
あ
る
が
、
そ
は
明
に
イ
タ
リ
ヤ
に
於
る
第
十
九
世
紹
白
一
般

思
想
及
経
済
の
稜
展
に
密
接
に
間
服
せ
る
も
の
で
あ
る
。
査
し

イ
タ
H
ヤ
に
於
る
経
済
事
情
は
、
第
十
九
世
紀
に
至
り
漸
〈
貨

幣
に
よ
る
貯
蓄
白
可
能
性
及
利
附
貨
幣
貸
付
を
行
ム
銀
行
主
認

め
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
、
勿
論
そ
れ
ま
で
に
貯
蓄
な
る
も

の
が
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
白
で
あ
る
が
、
寺

院
法
曲
学
者
や
誌
律
撃
者
が
貯
蓄
の
測
す
作
用
に
制
す
る
利
子
、

並
に
利
子
位
相
歯
す
る
も
の
を
す
べ
て
認
め
た
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。然

る
に
と
の
経
済
事
情
は
、
第
十
八
世
粗
末
及
第
十
九
世
紀

の
始
比
五
っ
て
漸
く
襲
っ
て
来
た
。
即
ち
大
工
業
が
費
生
し
農

業
が
集
約
的
に
た
る
に
従
ひ
、
資
本
に
謝
す
る
需
要
は
同
時
常
た

る
増
加
を
一
罰
し
て
米
た
o

E

L
に
於
て
貯
蓄
の
粛
す
作
用
は
賀

際
的
に
認
め
ら
れ

か
く
て
躍
な
る
支
梯
の
機
闘
で
あ
っ
た
銀

行
は
謎
化
し
て
信
用
の
設
定
及
護
民
に
闘
す
る
近
代
的
組
織
止

ゐ
白
づ
か
ら
銀
行
に
闘
す
る
見
方
も
従
来
と
は
異
っ
て

た
れ
夕
、

来
た
白
で
あ
る
。
更
に
一
八
七

O
年
戦
役
後
始
め
て
共
岡
家
的

統
一
を
形
式
的
に
完
成
す
る
や
、
更
に
賞
質
的
に
各
地
方
が
其

第
二
十
七
巻

七
五
九

第
五
騨

幽
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様

錐

イ
a
p
p
?
に
於
昨
る
貯
蓄
銀
行
制
度
世
正
に
就
い
て

体
統
、
共
建
展

ι閥
し
て
有
っ
て
ゐ
る
極
め
て
相
逮
せ
る
も
の

を
一
白
組
織
的
危
複
合
閣
に
融
和
せ
し
め
、
か
く
て

b
ら
ゆ
る

共
経
済
的
、
政
治
的
機
桃
及
施
設
を
整
備
せ
ん
と
し
た
。
然
る

に
と
白
時
に
営
担
、
図
民
の
進
取
的
設
展
は
一
時
頓
挫
を
来
し

た
の
で
政
府
は
自
ら
図
民

ι到
し
建
設
者
と
し
て
、
援
助
者
主

し
て
之
を
培
か
な
け
れ
ば
た
ら
な
か
っ
た
。
此
事
は
必
然
的
に

岡
家
の
手
中
陀
財
政
的
手
段
を
集
中
せ
し
め
る
と

bzむ
っ
た

の
で
あ
る
が
、

ζ

の
勢
は
貯
蓄
銀
行
に
つ
い
て
も
亦
同
一
の
朕

態
を
示
し
た
白
で
あ
っ
て
、
遂
に
図
家
主
し
て
貯
蓄
を
専
ら
貯

蓄
銀
行
に
集
中
せ
し
め
ん
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

と
の
時
に
於
て
、

一
般
普
通
銀
行
も
次
第
に
貯
蓄
に
注
目
し

て
来
た
の
で
あ
る
。
卸
ち
銀
行
は
一
方
に
於
て
は
信
用
に
よ
る

ル
』
共
に
、
更
に
貯
蓄
に
よ
っ
て
資
金
主
得
ん
ー
と
し
、

己
与
に
普

通
銀
行
は
貯
蓄
に
つ
い
て
貯
蓄
銀
行
と
並
ん
で
共
漣
川
に
附
係

す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

と
の
勢
は
以
て
今
日
に
及
ん

で
ゐ
る
。

併
し
本
来
イ
グ
首
ヲ
ヤ
に
於
け
る
貯
蓄
銀
行
の
一
大
特
色
は

人
口
少
〈
一
般
普
通
銀
行
白
倫
存
せ
ざ
る
郁
曾
に
於
て
少
縦
資

第
二
十
七
巻

七
六

O

第
五
髄

同
I'!I 

本
主
集
め
、
且
つ
最
も
周
到
た
る
投
資
配
共
地
方
に
釘
L
て
行

ふ
に
あ
る
。
従
っ
て
脅
通
銀
行
が
産
業
投
資
を
行
ふ
に
針

L

て
、
貯
蓄
銀
行
は
地
方
の
公
共
事
業
又
拡
伐
業
改
良
等
に
資
金

二
者
訟
の
づ
か
ら
共
闘
係
方
面

を
供
給
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

を
異
に
し
て
ゐ
る
o

之
を
一
八
」
ハ
六
年
に
於
て
見
る
に
、
貯
蓄

銀
行
は
共
資
金
の
四
十
一
パ
ー
セ
ン
ト

E
捻
保
貸
付
に

十

四
パ
ー
セ
ン
ト
配
地
方
市
町
村
及
共
他
の
公
益
回
憾
に
無
挽
保

貸
付
主
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
と
白
特
色
あ
る
貸
付
は
貨
に

そ
の
投
資
金
額
白
三
分
の
こ
に
迷
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も

と
の
割
合
は
相
首
長
い
間
機
観
さ
れ
て
ゐ
る
。

貯
蓄
銀
行
業
務
の
最
も
重
要
な
も
の
は
、
勿
論
共
資
金
投
資

で
あ
る
。
蓋
し
共
貯
蓄
金
額
は
、
相
賞
多
額
で
あ
り
(
今
日
で

は
百
四
十
五
億
リ
ラ
に
建
し
て
ゐ
る
)
且
つ
共
投
資
物
件
は
法

律
慣
習
に
従
ひ
設
も
確
寅
性
に
富
む
と
共
に
、
共
流
動
性
在
有

す
る
も
の
を
選
ま
・
な
け
れ
ば
た
ち
広
い
か
ら
で
あ
る
。

イ
タ

m'
ヤ
に
於
て
は
、
貯
蓄
銀
行
に
釘
し
て
共
投
資
上
白
白

山
を
認
め

τ居
台
、
従
っ
て
共
投
資
範
囲
は
極
め
て
蹟
い
。
法



律
の
制
限
す
る
と
と
る
は
消
極
的
で
あ
る
、
例
へ
ば
投
資
に
闘

す
る
投
機
的
去
る
も
の
を
禁
じ
(
工
業
株
白
民
入
等
)
、
又
は
著

し
い
資
金
の
岡
山
A
を
防
ぐ
鴻
に
投
資
白
形
式
を
限
定
す
る
が
如

き
ハ
抵
首
貸
付
等
)
之
で
あ
る
。

第
二
表
は
一
八

=
δ
l
l
一
九
二
六
年
に
於
る
貯
蓄
銀
行
の

一純

一λ
三

O
年

一
入
四

O
年

一λ
五
O
年

一
-
八
六

O
年

一λ
穴
式
年

一
八
ヒ
O
年

一
八
七
百
年

一
入
入

O
年

-
λ
λ
五
年

了
八
九

O
年

-λ
九
五
年

一
九
一
一
年

雑

第
二
表

主
製
貸
付
高
を
一
本
し

τゐ
る
。

第
三
表
は
貯
替
銀
行
の
有
す
る
資
金
の
投
資
欣
態
を
一
騎
完

金
に
吟
味
す
る
乙
と
を
目
的
占
し
て
居
り
、

一
八
六
六
l
l
l

九
二
六
年
に
於
け
る
投
資
制
の
総
量
主
選
出
・
と
し
、

一
λ
一一一つ

l
一
九
二
六
年
貯
蓄
銀
行
投
資
別

す
る
各
種
投
資
白
百
分
率

E
一
小
し
て
居
る
。

一王手司
王
E
五品目

主
宰

一、一一品一
一、山一ユ
一、
A

望

=
、
口
唱

銀

(
単
位
百
高
り
ラ
)

む盟三塁一立量三一lF2)
指

保|貸

H 
ト

蹄

百~IH
美雪豆三笠企旦i 三孟ムユIE'[

1.~ 
替
手
汗5

交貸

E付
非A

世帯

霊毛柔丞豆三空三金昌也ー

イ

B
9
9
ゃ
に
於
げ
る
貯
蓄
担
行
制
度
改
正
に
就
い
て

-
2
 

五

na
晶
一

一
豆
地

一
回
A
一三一雪主

言這孟一重皐一五~ー圭一旦

第
二
十
七
巷

七
六 =ョ=ー
'"且

貸
一
他
行
貸
一

量召さ雪量三』

第
五
批

四
五

己
れ
に
釘

武一-"-ーニ回九正一九回



部
一
九
ニ

O
年
一

一
九
ニ
]
年
一

一
九
三
五
ー
一

一
九
二
=
一
年

一
九
ニ
四
年

一
九
二
五
年

一
九
二
六
年 錐

イ
タ
リ
ヤ
に
於
け
る
貯
蓄
融
行
制
度
改
正
に
就
い
て

A
、一--一

品、品浩一

=

J
三一回一

三、日肩書]一

H
E
 

-
B
E
-

-五、南一九一

一
点
、
一
会

回、
Ah宝

耳、回一回￥一

豆、耳
A
血

豆、晶回王
一

正
、
胃
一
口

岡
、
屯
登

一一盟

五ユユユーーー

ー盃皇室豆呈主主
第
ニ
十
七
巻

ー量~ a_圭孟呈旦

七
六ー三豆旦豆J立三五三L

億
五
鵠

主三五盈室三主亙三一

-
回
大

莞量量主~~芸

1
-
A
b
O
|
七
一
ー
l
七
二
年
に
於
る
ナ
ポ

p
貯
蓄
姐
行
自
分
は
報
告
な
き
た
め
除
か
れ
て
ゐ
る
。
一
λ
六
九
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在

白
費
産
は
約
三
百
高
リ
ラ
て
あ
っ
た
。

ロ
一
入
七
五
年
詣
は
雑
貨
中
に
算
定
さ
れ
て
ゐ
た
。

8

一
λ
λ
主
年
前
回
報
告
な
L
。

第
三
義

一
入
武
大

l
一
九
ニ
穴
年
貯
蓄
銀
行
技
費
別

(
投
資
総
簡
を
育
パ
ー
セ
ン
ト
と
せ
る
)

一一一一一
λλλ 入 λ
λλ 七七C 六
五 O 'li大
年年年年年

総

g g g g g 
合g色合会 観
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雑
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最
後
に
第
四
表
は
一
九
二
八
年
一
月
一
日
現
在
の
イ
タ
リ
ヤ

に
於
る
貯
蓄
銀
行
の
貸
方
借
方
の
主
要
業
務
及
共
金
高
を
示
す

も
の
で
る
る
。

第
四
表

置

券
貸

方

操

越

高

貸
什
瓦
交
正
計
算

雑

三
九
二
八
年
一
J

f

月
一
日
現
在
、

(
皐
位
百
高
リ
ヲ
}

豆
、
-
=
一
五

一一一一=一

六
九
七

貯
蓄
銀
行
の
貸
借
別

錐

……
一日

・

2

一一
旬

-
A
J

唱・呈

活

替

手
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揖

保
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貸

付

紙

措

保

貸
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貯

蓄

預

金

支
互
酢
算
預
金

満
期
手
形
預
金

借
方
交
互
計
算

借

入

金

借

方

繰

越

再
制
引
鵠
替
手
形

イ
a
p
p
h
γ

に
於
け
る
貯
蓄
担
行
制
度
改
正
に
就
い
て

第
三
十
七
巻
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一・一口一
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雑

録

イタ
9
ヤ
に
於
け
る
貯
帯
融
行
制
度
改
正
に
就
い
て

此
得
。
数
字
を
見
れ
ば
、
貯
蓄
銀
行
が
イ

F
F
ャ
O
金
融
市

場
に
於
て
如
何
-
な
る
方
町
民
共
重
要
さ
を
有
す
る
か
を
明
瞭
に

知
る
と
と
が
で
き
る
。
帥
ち
資
金
は
専
ら
貯
蓄
預
金
に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、
投
資
は
続
赤
投
資
、
無
撚
保
貸
付
、

四
帥
都
千

形
、
推
保
付
貸
付
を
主
'
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
占
を
示
し
て
ゐ

る
。
己
記
述
べ
た
〕
八
六
六
年
に
於
る
貯
蓄
銀
行
の
資
金
が
、

共
四
十
つ
ハ

1
・E
Y
ト
を
櫓
保
貸
付
に
、
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト

を
無
櫓
保
貸
付
に
投
巳
て
ゐ
る
も
の
在
比
し
、
経
拍
車
授
資
、
震

替
手
形
業
務
の
進
出
は
、

と
の
二
時
期
聞
に
於
る
巳
陀
地
べ
た

歴
史
的
、
経
済
的
現
化
を
如
寅
に
示
す
も
の
'
と
し
て
興
味
あ
る

封
照
、
と
一
再
は
古
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

四

以
上
に
於
て
イ
タ
リ
ヤ
貯
蓄
銀
行
の
歴
史
及
業
務
白
犬
慨
を

越
ペ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
ベ
リ
品
ツ
ツ
オ
氏
白
貯
蓄
銀
行
改

正
白
要
債
を
詮
明
ず
る
。
そ
れ
は
寅
に
一
八
八
八
年
以
来
殆
ん

E
モ
白
ま
誌
に
在
っ
て
ゐ
た
貯
脊
銀
行
の
組
織
に
闘
す
る
改
正

で
あ
る
。
共
同
内
在
す
る
と
と
ろ
は
失
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

て
今
後
数
年
白
成
績
を
吟
味
し
、
共
成
績
思
は
し
か
ら
ざ

第
二
十
七
巻

七
六
回

都
五
鵠

同
A 

る
貯
帯
銀
行
は
之
を
臨
す
る
ζ

ーと

二
、
小
銀
行
に
謝
し
て
は
大
銀
行
に
合
同
す
る
と
止
を
悠
憩

し
、
以
て
預
金
者
に
封
し
て
更
に
確
賞
・
な
る
保
設
を
奥
ム
る
と

共
に
、
政
府
に
釘
し
で
も
真
に
犬
在
る
使
径
を
興
へ
得
る
が
如

き
貯
帯
銀
行
主
組
織
す
る
と
と

三
、
貯
蓄
銀
行
聞
に
生
宇
る
競
争
を
制
限
し

.
H共
活
動
を

調
印
す
る
た
め
に
貯
蓄
銀
行
を
聯
合
し
て
貯
蓄
銀
行
組
合
を
作

る
と
と

と
の
方
針
は
、

一
言
に
し
て
い
へ
ば
一
白
強
制
的
集
中
筑
で

あ
る
が
、
ィ
タ
"
ヤ
の
今
日
の
欣
態
か
ら
い
へ
ば
極
め
て
営
然

で
あ
る
占
も
い
へ
る
。
査
し
イ
タ
リ
ヤ
は
、
欧
洲
列
強
諸
闘
の

職
担
展
が
、

己
に
第
十
九
世
紐
の
後
宇
に
於
て
銀
行
集
中
の
犬
勢

を
馴
致
し
た
る
も
の
で
あ
る
に
反
し
て
、
政
治
上
の
統
一
並
び

に
園
民
経
済
上
の
統
一
が
他
の
諸
闘
に
比
し
て
最
も
遮
か
っ
た

の
で
、
銀
行
集
中
運
動
の
務
展
も
亦
、
諸
外
因
よ
り
遅
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

E

O
改
正
を
見
る
に
ベ
リ
ユ

y

ツ
オ
氏
は
共
政
治
的
経
済
的

。
見
地
か
ら
集
中
白
原
理
を
州
立
L
、
共
結
果
、

一O
九
行
。



合
同
に
よ
っ
て
二
三
六
行
よ
り
一
二
七
行
に
減
じ
た
白
で
あ
る

が
、
共
合
聞
は
儲
主
数
ヶ
月
の
短
日
月
に
行
は
れ
た
に
も
拘
ら

十
、
共
経
替
設
展
の
上
に
何
等
の
障
害
を
も
山
m
a
A
L

左
か
っ
た
。

預
金
も
一
九
二
三
年
十
二
月
か
ら
一
九
二
八
年
間
月
に
至
る
附

に
於
て
約
十
五
億
を
増
加
し
4

帥
ち
百
三
十
億
よ
り
百
四
十
五

億
に
達
し
て
ゐ
る
。
此
等
の
事
情
は
少
く
も
刷
出
金
者
が
と
の
改

正
が
正
首
で
あ
担
、

且
つ
健
会
た
る
も
の
で
あ
る
主
考
へ
て
ゐ

る
と
と
を
設
明
せ
る
も
の
で
あ
る
。

備
己
の
改
正
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
貯
蓄
銀
行
組
合
も
注
目

す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
金
く
樹
新
な
試
み
で
あ
っ
て
菅

ι金
融
上
白
み
で
訟
く
、

又
道
義
上
白
分
子
を
も
含
ん
で
ゐ
る

も
の
で
あ
る
。
資
し
と
の
規
定
の
泊
用
に
」
っ
て
認
め
ら
れ
た

貯
蓄
銀
行
は
、
或
は
服
、
或
は
地
方
、
或
は
聯
合
地
方
の
組
合

に
参
加
す
る
義
務

E
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
共
組
合
は
貯
蓄

を
保
護
し
、
組
合
に
加
入
せ
る
銀
行
の
活
動
地
域
を
限
定
し
、

且
つ
共
活
動
を
泊
営
に
調
節
す
る
主
共
に
必
要
。
場
合
に
於
て

は
之
E
援
助
す
る
目
的
配
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

組
合
は
自
治
慢
で
あ
っ
て
之
に
加
入
せ
る
銀
行
止
は
別
個
の

雑

録

イ
タ

p
ヤ
に
於
け
る
貯
蓄
銀
行
制
健
改
正
に
就
V
て

人
格
を
有
ず
る
も
の
で
あ
る
。
各
組
合
の
経
健
機
闘
は
組
合
白

業
務
、
使
用
人
の
任
菟
、
組
合
定
歎
白
川
一
部
す
る
様
式
及
限
度

を
以
て
す
る
到
金
及
共
用
途
に
つ
い
て
の
管
却
を
司
る
。

組
合
の
定
放
は
、
共
組
合
の
作
成
1
る
主
己
ろ
で
あ
る
が
政

府
の
認
可
を
必
型
、
と
す
る
。
組
合
は
組
合
委
員
に
よ
り
選
定
せ

ら
れ
た
貯
蓄
斜
行
代
表
者
よ
り
組
織
せ
ら
れ
る
委
員
合
之
主
管

到
す
る
。
各
加
入
銀
行
は
組
合
委
員
曾
の
委
員
で
あ
る
。

最
後
に
組
合
は
、
加
入
貯
蓄
銀
行
が
白
釘
の
貴
金
全
部
在
使

用
し
、
し
か
も
柑
預
金
者
の
需
要
に
臆
守
る
と
と
を
必
要
・
と
す

る
時
之
に
充
て
る
共
同
白
保
諮
資
金
主
格
備
し
た
け
れ
ば
た
ら

-
な
い
。
己
目
共
同
保
設
資
金
に
つ
い
て
は
、
加
入
貯
蓄
銀
行
は

そ
の
資
金
及
樹
立
金
白
最
低
二
十
バ
1
セ
ン
ト
を
提
供
す
る
と

主
主
要
し
、
更
に
翌
年
度
繰
越
利
針
あ
る
主
主
は
共
二
十
パ

1

セ
ン
ト
を
提
供
す
る
己
と
主
要
す
る
。
と
の
共
同
保
設
資
金
額

は
夫
主
各
貯
蓄
銀
行
に
於
て
管
理
せ
ら
れ
且
つ
共
金
額
は
首
該

銀
行
貸
借
封
照
表
に
於
て
明
示
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
述
べ
た
と
と
ろ
に
よ
っ
て
明
怠
る
如
く
、
組
合
は
遊
説

上
極
め
て
重
要
注
る
目
的
を
有
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
輩
L

第
二
十
七
魯

七
大
王

俸
宜
抽
郡

四
九



報

鎌

イタ
P
ヤ
に
於
け
る
貯
暫
銀
行
制
度
改
正
に
就
い
て

と
の
組
合
は
、

一
円
ソ
リ
ダ
り
テ
の
表
現
で
あ
り
、
法
律
は
貯

者
銀
行
相
主
剛
忙
連
帯
責
任
の
胸
係
を
認
め
、
此
の
閥
係
を
英

断
虻
よ
っ
て
成
文
止
し
も
凡
・
も
の
で
あ
っ
て
、
イ
タ
リ
ヤ
同
外

ι

共
例
-E見
ざ
る
止
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
占
い
は
れ
て
ゐ
る
。

E

の
組
合
た
る
制
度
は
、
閉
山
に
イ
タ
リ
ヤ

K
於
る
川
町
帯
銀
行
の
自

治
及
白
山
を
保
抽
出
す
る
ば
か
り
で
た
く
、
更
に
一
般
の
利
保
の

叉
制
金
者
の
保
挫
の
た
め
忙
一
騎
堅
官
忙
し

τ明
大
た

骨坤に、
る
紺
織
た
る
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
そ
の
改
一
止
の
特
色
は
、
組
め
て
高
度
に
公
佐
原
則
を

加
味
し
、

且
っ
そ
れ
は
史
に
革
製
・
な
と
と
で
あ
る
が
、
組
合
忙

上
っ
て
、
貯
薪
制
行
の
強
制
的
集
中
及
共
銀
行
相
互
川

ω開
制

的
援
助
白
原
則
を
ば
樹
立
し
た
と
主
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ヤ
は
か

〈
て
貯
帯
銀
行
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
の
改
正

に
は
削
る
果
断
的
危
も
の
が
あ
る
L
C
共
に
、
叉
極
め
て
調
和
民

留
意
し
て
各
般
の
新
し
い
原
則
E
採
用
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

共
結
間
前
は
買
に
内
外
の
等
し
く
注
目
す
る
と
と
る
で
あ
る
。

軍

以
上
越
べ
来
っ
た
・
と
と
る
を
総
合
す
る
と
き
は
、
賞
に
ィ
タ

第
二
十
七
巻

七
六
六

第
五
韓

五
O 

w
y

ヤ
は
共
県
富
在
る
資
金
主
擁
す
る
貯
蓄
銀
行
に
到
し
で
盛
ん

に
犬
貯
蓄
銀
行
主
義
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
で
、
そ
れ
は
叉
同

一
時
に
一
般
普
通
銀
行
島
し
て
荒
し
た
主
誌
で
あ
る
o

共
凶
士
山
多

〈
原
料
忙
乏
し
〈
共
自
然
的
組
桝
力
は
貧
弱
で
あ
る
。
し
か
も

列
弧
に
比
し
著
し
〈
後
れ
て
周
力
を
統
一
し
、
従
っ
て
近
代
的

イ
タ
リ
ヤ
は
欧
洲
列
強
の
中
に
伍
し
つ
L
も

資
本
主
義
へ
の
ス
タ
ー
ト
も
島
の
づ
か
ら
列
闘
に
一
時
を
輸
し

て
ゐ
る
婆
で
あ
る
。
然
る
に
も
拘
ら
や
一
泊
己
主
に
金
融
機
閥

へ
の
統
制
、

ひ
い
で
は
合
同
資
本
へ
の
統
制
守
行
ひ
っ
A
あ
る

'
と
い
ふ
と
L
C
は
、
即
ち
イ
タ
り
ヤ
が
愈
主
資
本
主
義
級
消
費
腿

の
道
程
宇
一
念
P
L
C
北九

K
益、・
7
究
資
本
山
誠
に
制
す
る
保
髄
を
行
は

ん
・
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々
は
そ
と
に
フ
ア
ッ
シ
ス
ム
の

特
色
あ
る
考
を
貌
ふ
と
止
が
で
き
る
。
併
し
共
特
色
の
及
ぼ
す

影
響
は
そ
れ
の
み
に
つ
昔
る
も
の
で
は
左
い
。
即
ち
イ
タ
リ
ヤ

は
共
A
Y属
機
閥
政
策
に
よ
っ
て
英
米
附
閣
の
金
融
大
資
本
家
の

激
賞
E
H
H
ひ、

ラ
テ

y
貨
幣
問
問
闘
中
、

フ
ラ
Y

ス
及
ペ
ル
ギ

ー
を
抜
い
て
逸
平
〈
金
解
晶
一
m
E行
弘
、
着
k
共
金
融
諸
般
の
改

普
を
行
っ
て
ゐ
る
在
い
ふ
と
・
と
も
亦
、
或
見
方
に
於
て
は
イ
タ

H
f
が
共
フ
ア
ッ

U

ス
ム
陀
よ
っ
て
、
如
何
に
英
米
の
資
本
家

的
岡
家
と
了
解
骨
求
め
ん
占
し
た
か
を
一
市
す
も
の
で
あ
る

t
i
l
l

ふ
と
'
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。


